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Ａ．研究目的 

我々はこれまでに、原発性胆汁性胆管炎

(PBC)において、UDCA 開始 1年後のγ-GTP 改

善率を指標とした UDCA 反応性(Nara 基準)お

よび肝線維化マーカーである Enhanced 

Liver Fibrosis (ELF)スコアが予後予測因子

に成り得ることを報告してきた。今回、PBC

における合併症発症の予測因子について検

討した。 

 

Ｂ．研究方法 

1991年1月から2017年12月に当科を受診

したPBC患者307例のうち組織学的評価およ

び各種肝線維化マーカー: Pro-C3、TIMP1、

P-III-P、ヒアルロン酸(HA)、M2BPGi、4 型コ

ラーゲン 7S(4C7S)、ELF スコア、Fib4 index、

APRI および血小板(Plt)の測定が可能であっ

た 102 例を対象とした。線維化マーカーや

Nara 基準を指標とした UDCA 反応性と掻痒感、

食道静脈瘤、黄疸などの合併症発症との関係

について検討を行った。組織学的病期は

Scheuer 分類(SC)および中沼分類(NC)を用い、

NC は肝線維化(F)および胆管消失(B)を各々4

段階に分けてスコア化し(score 0- score 3)、

その合計で評価した。 

（倫理面への配慮） 

すべて保険診療内で検査および投薬をし

た後ろ向きの観察研究。 

 

Ｃ．研究結果 

PBC患者102例の診断時の平均年齢は61.0

±10.8 歳、男性 13 例、女性 89 例。組織学的

病期は、SC(stage 1/2/3/4:33/51/17/1 例)、

NC(stage 1/2/3/4: 6/38/53/5 例)、F スコア

(score 0/1/2/3:19/60/22/1 例)、B スコア

(score 0/1/2/3:9/36/39/18 例)であった。

我々がこれまでにPBCの予後因子と報告して

いる SC stage 3 および F score 2 以上を診

断する各種線維化マーカーについてのROC解

析では、ELF スコアの AUROC が各々0.81(Cut 

off値10.1以上、感度92.9％、特異度66.7％)

および 0.84(Cut off 値 10.0 以上、感度

90.0％、特異度 69.7％)で最も高かった。ELF

スコア高値群(10.0 以上)は低値群(10.0 未

満)に比べ、また UDCA 反応不良群は反応良好

群に比べ、合併症発症率は有意に高かった。 

 

Ｄ．考察 

ELF スコアや Nara 基準を指標とした UDCA

反応性は症候性PBC発症の予測因子となる可
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能性がある。 

 

Ｅ．結論 

 PBC において、ELF スコアは症候性 PBC 発

症の予測因子となる可能性がある。 
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